
山
車
勇
壮
に 

岩
藤
天
王
祭

日
進
の
木
・
キ
ン
モ
ク
セ
イ
物
語

「
ラ
イ
ト
ツ
リ
ー
」に
見
守
ら
れ 

五
色
園
の
白
坂
さ
ん
家
族

三
世
代
で

和
気
あ
い
あ
い

Ｇ
ゴ
ル
フ
に
汗

南ケ丘

住み続けたい 住んでみたいまち日進

　
男
衆
ら
に
よ
る
勇
壮
な
山
車
の
回
転
で

知
ら
れ
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
「
岩

藤
天
王
祭
」
は
、
岩
藤
町
の
み
な
ら
ず
、
わ

が
ま
ち
日
進
を
代
表
す
る
祭
り
の
一
つ
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
や
笛
で
「
ピ
ー

ヒ
ャ
ラ
、
ド
ン
ド
ン
」
と
奏
で
る
に
ぎ
や

か
な
祭
り
囃
子
に
乗
っ
て
、
華
や
か
な
山
車

に
飾
ら
れ
た
提
灯
明
か
り
が
町
を
練
る
。

　
昼
は
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
、
住
民

は
土
俵
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
名
勝
負
に

沸
き
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
一
喜
一
憂
す
る
。

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
名
物
の
山
車
が
同

町
善
光
寺
を
出
発
す
る
。
神
明
社
ま
で
の

約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
を
、
法
被
姿
の

男
た
ち
が
掛
け
声
を
あ
げ
て
引
き
回
す
。

　
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

　
沿
道
に
は
、
続
々
と
見
物
人
が
現
れ
、

カ
メ
ラ
を
手
に
声
援
を
送
り
続
け
る
。
一

行
は
お
よ
そ
一
時
間
後
、
神
明
社
に
到
着
。

社
前
の
広
場
で
再
び
山
車
の
回
転
を
見
せ
、

熱
気
に
包
み
込
む
。
打
ち
上
げ
花
火
や
、

踊
り
の
輪
も
見
逃
せ
な
い
。

　
祭
り
は
今
年
、
７
月
31
日
に
開
か
れ
、

地
元
を
は
じ
め
市
内
か
ら
大
勢
の
見
物
人

が
訪
れ
、
酔
い
し
れ
た
。
市
内
各
地
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
誇
る
伝
統
の
祭
り
が
継
承
さ
れ

て
い
る
。
昔
か
ら
住
む
人
も
、
こ
の
地
に

移
り
住
ん
だ
人
も
一
体
と
な
る
〝
瞬
間
〞

が
こ
こ
に
あ
る
。

　
「
い
つ
も
孫
た
ち
の
年
代
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
子
ど
も
た
ち
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

教
え
る
同
好
会
会
長
の
松
原
護
さ
ん（
74
）

は
満
面
の
笑
み
で
語
っ
た
。

　
南
ケ
丘
で
は
夏
休
み
の
終
わ
り
に
、
子

ど
も
た
ち
が
高
齢
者
や
親
ら
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
地
元
の
福

祉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
す
る
「
世

代
交
流
大
会
」
で
９
年
目
を
迎
え
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
ゲ
ー
ム
を
競
う
。

　
今
年
は
８
月
24
日
に
二
丁
目
公
園
で
開

か
れ
た
。
共
に
南
小
６
年
で
親
友
の
松
田

颯
太
君
、
岡
野
泰
大
君
は
毎
年
参
加
し
、

「
年
に
一
回
な
の
で
上
達
し
な
い
け
ど
楽

し
い
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
た
い
」

と
プ
レ
ー
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

　
同
地
区
は
昭
和
40
年
代
半
ば
か
ら
宅
地

開
発
が
進
み
、
現
在
１
８
０
０
人
を
超
す

人
が
暮
ら
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３

分
の
１
を
超
す
約
６
４
０
人
を
数
え
る
。

　
年
々
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
「
世
代
交

流
」
を
深
め
な
が
ら
地
域
を
元
気
に
し
よ

う
と
、
約
９
年
前
に
同
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
、

公
園
や
通
学
路
の
清
掃
、
防
災
フ
ェ
ス
タ

も
実
施
。
自
治
会
や
老
人
会
、
子
ど
も
会

の
有
志
ら
の
力
を
結
集
し
て
、
地
域
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
。

　
事
務
局
長
を
務
め
る
高
平
和
彦
さ
ん

（
83
）
は
「
南
ケ
丘
に
は
経
験
豊
富
な
人

材
が
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
が
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
中
高
年
の
人
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
勢
い

が
付
く
」
と
力
を
込
め
る
。

　
一
方
、
区
長
経
験
者
ら
に
よ
る
児
童
の

見
守
り
活
動
も
盛
ん
で
８
年
以
上
続
く
。

２
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
た
子
ど
も
会
会

長
の
村
上
陽
子
さ
ん
（
36
）
は
「
皆
さ
ん

が
と
に
か
く
元
気
で
気
さ
く
で
す
。
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た

い
」
と
す
っ
か
り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　
老
人
会
の
南
ケ
丘
喜
之
和
会
の
会
員
数

は
１
９
１
人
と
増
え
、
宮
澤
繁
雄
会
長

（
76
）
は
「
心
身
共
に
健
康
な
人
が
と
て

も
多
い
」
と
喜
ぶ
一
方
、
「
集
会
所
が
手

狭
に
な
っ
て
い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、

大
型
バ
ス
が
あ
れ
ば
も
っ
と
出
掛
け
や
す

く
な
る
」
と
、
備
え
の
必
要
性
を
訴
え
る
。

　
５
年
先
、
10
年
先
―
、
地
域
の
三
世
代

の
人
た
ち
が
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
「
あ
り

た
い
姿
」
に
向
か
っ
て
、
高
平
さ
ん
ら
の

奮
闘
は
続
く
。

　祭りは田植えを済ませた７月の時
期に、氏子たちが無病息災、家内安
全を願うものとして語り継がれてい
る。市で唯一の山車（チョウチングル
マ）は、１８９１（明治24）年に新調さ
れた。２００９（平成21）年に市の有形
民俗文化財に指定されている。
　戦渦に巻き込まれ、祭りは一度と
りやめられたが、１９８１（昭和56）年
に氏子たちの願いで、山車とともに
44年ぶりに復活を遂げた。

⬆同祭実行委員会会長の塚本孟
（たける）さん（77）
「小さな町の祭りでも、われわれは全
国のどこにも負けない誇りを持って
います。子どもたちのためにも、末代
まで残していきたいです」

岩藤天王祭の山車

　昭和49年当時の日進町は「町の木」を選ぼうと住民投票を行い、キ
ンモクセイに決まった。緑を増やそうと、昭和後期に町では婚姻届や転
入届を出した人や、入園・入学式に、キンモクセイの苗木を記念樹とし
て贈っていた。
　キンモクセイに関する情報をお待ちしています。秘書広報課（０５６１
-73-３１４９）

市の木・キンモクセイ

⬆山車を引き回す男衆ら。岩藤交差点を渡るときは消防団員らの誘導で安全に営まれている。

豊
富
な
人
材
で
地
域
づ
く
り
を
実
現⬆和気あいあいとした雰囲気に包まれた大会

⬆3メートル程に成長した牧人さんの木を紹介する白坂さん

　
「
何
十
年
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
主
人

と
庭
に
植
え
る
と
き
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
で

掘
る
の
が
大
変
で
し
た
」

　
五
色
園
に
住
む
白
坂
惠
さ
ん
（
63
）
は
、
自

宅
の
庭
の
両
端
に
育
っ
た
２
本
の
キ
ン
モ
ク
セ

イ
を
眺
め
、
穏
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　
木
は
、
長
女
・
恵
美
さ
ん
（
35
）
と
長

男
・
牧
人
さ
ん
（
32
）
が
相
野
山
小
学
校

に
入
学
し
た
当
時
、
日
進
町
か
ら
贈
ら
れ

た
記
念
樹
だ
。
次
男
・
大
介
さ
ん
（
30
）

の
と
き
は
記
念
樹
は
な
か
っ
た
。
昭
和
の

末
か
ら
平
成
が
始
ま
っ
た
頃
の
話
で
、
そ

れ
ぞ
れ
樹
齢
29
年
、
26
年
に
も
な
る
。

「
毎
年
い
い
香
り
が
秋
の
訪
れ
を
教
え
て

く
れ
る
。
枝
を
切
っ
て
も
め
げ
な
い
し
、

セ
ミ
の
抜
け
殻
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
白
坂
さ
ん
は
、
仕
事
で
名
古
屋
市
昭
和

区
の
南
山
教
会
で
働
い
て
い
た
20
代
の
と

き
、
夫
の
マ
ー
ク
・
Ｃ
・
ラ
イ
ト
さ
ん
と

出
会
い
国
際
結
婚
し
た
。
緑
の
多
い
自
然

環
境
に
ひ
か
れ
、
五
色
園
の
地
に
引
っ
越

し
て
き
た
。
当
時
の
住
所
「
さ
く
ら
台
」

と
い
う
響
き
も
心
地
良
か
っ
た
。
近
所
に
は

ま
だ
数
軒
の
家
し
か
な
か
っ
た
が
、
新
し
い

街
の
中
に
「
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
の
風
習
が
あ

る
こ
と
知
っ
て
感
動
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
小
学
校
で
受
け
取
っ
た
木
は
、
長
さ
が

１
メ
ー
ト
ル
近
く
、
幹
は
指
の
太
さ
し
か

な
い
程
だ
っ
た
。
引
っ
越
し
て
間
も
な
い

頃
で
、
記
念
樹
が
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と

な
っ
た
。
３
年
後
に
は
、
牧
人
さ
ん
の
記

念
樹
を
植
え
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
伸
び
伸
び
と

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
を
込
め
た
。
家

庭
教
育
推
進
委
員
会
や
子
ど
も
会
の
行
事

に
、
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
た
思
い
出
が

よ
み
が
え
る
。
い
つ
し
か
、
き
ょ
う
だ
い

の
木
の
大
き
さ
が
逆
転
し
、
牧
人
さ
ん
の
木

は
、
樹
高
３
メ
ー
ト
ル
程
に
ま
で
成
長
し
た
。

　
３
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
米

国
の
大
学
に
入
学
し
、
社
会
に
巣
立
っ
た
。

恵
美
さ
ん
は
米
国
で
看
護
師
に
な
っ
て
結

婚
し
、
子
宝
に
恵
ま
れ
た
。
牧
人
さ
ん
は

仙
台
市
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
２
年
前
に
結
婚
。
大
介
さ
ん
は

青
森
県
の
米
軍
基
地
で
働
い
て
い
る
。
離

れ
て
い
て
も
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

五
色
園
は
永
遠
の
古
里
。
こ
こ
で
の
生
活
を

礎
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
祈
っ
て
い
る
。

　
夫
・
ラ
イ
ト
さ
ん
は
南
山
大
学
外
国
語

学
部
の
准
教
授
を
務
め
、
多
く
の
学
生
に

慕
わ
れ
た
。
だ
が
、
５
年
前
に
59
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
。
白
坂
さ
ん
は
、
一
人

に
な
っ
て
も
、
決
し
て
一
人
で
は
な
い
。

現
在
、
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
り
、
多
く
の

人
た
ち
を
応
援
し
て
い
る
。

　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
が

も
う
す
ぐ
咲
き
始
め
る
。
白
坂
さ
ん
は
言

う
。
「
家
族
の
原
点
は
我
が
家
の
こ
の

『
ラ
イ
ト
ツ
リ
ー
』
。
こ
れ
か
ら
も
守
り

神
と
し
て
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
木
に
は
、
家
族
の
思
い
出
と
愛
情
が

ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
る
。（
つ
づ
く
）
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